
し
、
北
京
に
到
来
し
た
琉
球
使
節
が
こ
れ
を
知
っ

て
、
自
国
に
導
入
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
囚
。
げ
ミ
器
鐵
b
。
O
O
刈
）
。

　
本
発
表
の
末
尾
で
は
、
さ
ら
に
麻
疹
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
。
そ
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
ー
ク
年
表
を
朝

鮮
、
日
本
本
土
、
琉
球
列
島
、
蝦
夷
地
に
つ
い
て

作
成
す
る
と
、
い
ず
れ
で
も
流
行
の
間
隔
が
長
く
、

東
ア
ジ
ア
で
は
一
九
世
紀
ま
で
、
麻
疹
が
エ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
の
は
中
国
本
土
だ
け
だ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
上
記
地
域
で
は
、

ア
ウ
ト
ブ
レ
ー
ク
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
生
し
た
場

合
が
い
く
つ
か
あ
り
、
中
国
本
土
か
ら
朝
鮮
半
島

を
経
由
し
て
、
日
本
本
土
、
さ
ら
に
琉
球
列
島
や

蝦
夷
地
に
伝
播
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
琉
球

王
国
で
は
外
来
の
麻
疹
患
者
の
隔
離
も
お
こ
な
わ

れ
た
が
、
そ
の
伝
播
力
の
強
さ
も
あ
っ
て
か
、
天

然
痘
の
場
合
の
よ
う
な
本
格
的
制
度
化
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
申
国
本
土
を
中
心
と
す
る
疾
病

空
間
は
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
他
の
周
辺
地
域
と
の
あ

い
だ
で
も
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
も
類
似
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
必
要
の
あ

る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
指
摘
し
た
。

二
〇
〇
九
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
九
年
度
大
会
・
総
会
は
、

＝
月
二
日
（
月
）
一
三
時
か
ら
～
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
第
三
講
義
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
藤
井
譲
治
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
江
川
温
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
さ

れ
た
。

　
庶
務
（
中
砂
明
徳
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
今
年
度
の
例
会
実
施
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
来
年
度
例
会
は
四
月
十
七
日
（
土
曜
日
）

に
「
民
族
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

案
内
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
月
の
理
事
会
・
評
議
員

会
で
承
認
さ
れ
た
会
則
の
改
正
案
を
提
示
し
、
総

会
の
承
認
を
得
た
。

　
編
集
（
吉
本
道
雅
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
』
の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
泉
拓
良
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
〇

九
年
度
予
算
の
紹
介
、
科
工
費
申
請
の
準
備
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
広
報
（
谷
川
穣
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
一
層
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
準
備
を
進

め
て
い
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
紀
平
　
英
作
氏

　
「
歴
史
と
は
何
か
」

　
小
林
　
　
茂
氏

　
門
近
世
東
ア
ジ
ア
の
疾
病
空
間
」

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
永
井
和
理
事

と
田
申
和
子
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
本

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
近

年
ま
れ
に
み
る
盛
況
で
、
一
五
三
名
の
参
加
者
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
小
山
哲
理
事
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食
形

式
の
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
中
砂
明
徳
）

史
学
研
究
会
会
則

　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
九
年
一

～
月
二
日
改
正
）

第
一
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者

　
が
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
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